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高速増殖原型炉もんじゅの冷却系の運用変更について

このことについて、核燃料サイクル開発機構から下記のとおり連絡を受けた。

記

高速増殖原型炉もんじゅ（高速増殖原型炉；定格出力28.0万kW）は、平成７年
12月８日に発生した２次系ナトリウム漏えい事故のため停止しているが、現在も
原子炉内の燃料から発生する崩壊熱 の除去のため１次系ナトリウムと２次系ナ

＊１

トリウム による冷却運転を実施している。
＊２

しかしながら、長期間の停止により、この崩壊熱が十分に低い状態 であるた
＊３

め、安全を確保しつつ動いている機器をできるだけ少なくし、メンテナンスや運
転費用を節減することを目的として、次年度以降の冷却系の運用を見直すことと
した。

＜運用変更＞
「もんじゅ」の冷却系は、主冷却であるＡ，Ｂ、Ｃの３系統およびメンテナン
ス冷却系の合わせて４系統により構成される。ナトリウム漏えい事故後は、基本
的にこれらの２系統を用いて崩壊熱を除去している。

（１次冷却系）
・現在、主冷却系およびメンテナンス冷却系のうち２系統による運用とし
ているが、これを主冷却系もしくはメンテナンス冷却系の１系統による
運用とする。

（２次冷却系）
・現在、１次冷却系と同じ系統による運用としているが、２次冷却系につ
いては、今後使用しないこととする。
・このため、２次冷却系のナトリウムを、すべて貯蔵タンクに抜き取るこ
とになるが、既設の貯蔵タンクだけでは容量が不足するため、コンテナ
式のナトリウム貯蔵タンク（20ｍ ×２基）を仮設置する。

３

なお、冷却系の運用変更にあたり、原子炉施設保安規定に基づき、経済産業省
の確認を得る手続きを行うとともに、コンテナ式のナトリウム貯蔵タンクの設置
については、消防法に基づき危険物に係る手続きを行う予定である。
これらの手続きを踏まえ、ナトリウム貯蔵タンクの付帯設備の据付作業を行い、
タンクを搬入した上で冷却系の運用変更を行う予定である。

放射性物質が放射線を放出して他の核種に変換する際に発生する熱。
＊１

１次系および２次系Ｃループのナトリウムについては、ナトリウム漏えい事故後、タンクに抜き取ら
＊２

れており、崩壊熱の除去には使用していない。
ナトリウム漏えい事故後、８年以上経過しており、崩壊熱は低く、原子炉容器等の機器からの放散熱

＊３

を下回る状況である。このため、配管予熱ヒータやポンプからの入熱により主冷却系とメンテナン
ス冷却系の両系統のナトリウムを温め（約200℃）炉心に熱を送り込んでいる。
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